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  2020 年 センター試験 志願者数 確定  

センター試験 志願者数 
2 年連続減 55.8 万人！ 

現役生、既卒生ともに減少、現役志願率もダウン 
 

旺文社 教育情報センター 2019 年 12 月 

 

12 月 6 日、大学入試センターは 2020 年 1 月 18 日、19 日実施のセンター試験志願者数の確

定値を公表した。志願者数は約 1.9 万人減の 557,698 人。減少は 2 年連続。前年比 96.7％で、3.3

㌽減の下げ幅は、過去 10 年間で最大。現役生・既卒生ともに減少したほか、現役志願率も 2 年

連続でダウンした。 
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志願者数（左目盛） 現役志願率（右目盛）

（人数） （割合）

2020年＝557,698人、43.3％

●志願者数…557,698 人（対前年：▲19,132 人［男子▲10,440 人、女子▲8,692 人］／前年比 96.7％） 

・現役生……… 452,234 人（対前年：▲12,716 人［男子▲6,194 人、女子▲6,522 人］／前年比 97.3％） 

・既卒生……… 100,376 人（対前年： ▲6,306 人［男子▲4,176 人、女子▲2,130 人］／前年比 94.1％） 

・その他………   5,088 人（対前年：  ▲110 人［男子   ▲70 人、女子   ▲40 人］／前年比 97.9％） 

  ※その他＝高認試験合格者、高専 3 学年・外国の学校・在外教育施設（高等課程）修了者など。 

●現役志願率…43.3％（対前年：▲0.7 ポイント） 

  ※現役志願率＝高校、中等教育学校の卒業見込者に占めるセンター試験志願者の割合。 

●高校卒業見込者…1,043,359 人（対前年：▲13,659 人／前年比 98.7％） 

 ※高校卒業見込者＝高校、中等教育学校の新規卒業見込者。 

センター試験 志願者数＆現役志願率 

http://passnavi.obunsha.co.jp/ct.html?ad=eic&page=pdf&number=1&uri=http://eic.obunsha.co.jp/
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●センター試験 志願者減少を読み解くキーワードは“高卒者数減”と“超安全志向” 

 

［現役生の動向］ 

 2 年連続で現役志願者数減、現役志願率減となった。 

 背景となる要因はさまざまだが、まず 1 つは高校卒業見込者の約 1.4 万人減少だ。かね

てより言われていた「2018 年問題」──18 歳人口の継続的な減少が、いよいよ表面化して

きた。これは現役志願者が減る素地となる。 

次に、2016 年以降の定員超過率の厳格化（大・中規模私立大への学生集中を抑制するた

めの施策）の影響だ。合格者の絞り込みによる入試の難化が、受験生の“超安全志向”を招

き、推薦・AO での進学者が増加するとともに、大学ではなく専門学校に進学する者が増加

していると見られる。2019 年春の高卒者の進路動向では、専門学校への進学者は、人数・

率ともに前年を上回っており、この傾向が少なからず今年も継続していると考えられる。 

さらに、現高 3 生には、2021 年入試改革を控えて「浪人したくない」というプレッシャ

ーが強い。私大志望者のなかには、推薦・AO に絞った受験対策をする者や、国公立大志望

者が併願し、もともと難易度の高いセンター試験利用入試を敬遠し、独自入試に絞って対策

をする者が少なくないという。このあたりは、現役志願率ダウンの要因となる。 

 

［既卒生の動向］ 

 既卒生は、2017 年～2019 年にかけての 3年連続の志願者増を経て、今回、減少に転じた。

2016 年からの定員超過率の厳格化の影響で、合格者が絞り込まれ難化し、翌 2017 年に既卒

生が増加。その後、厳格化が段階的に進行、2019 年にかけて既卒志願者数は増加したが、

一転、2020 年入試では減少した。 

 これは、2019 年入試で私立大の合格者数が前年より増加したことが大きい。私大の難化

を受け、受験生が幅広く併願。現役で、どこかの大学には入学したいという超安全志向によ

って、入学者も増加したものと考えられる。既卒生の数自体が減少する素地となる。 

 

［都道府県別の動向］ 

 全国の志願状況を概観すると現役生・既卒生ともに、全般的におしなべて減少した。志願

者数上位 10 は、東京都、愛知県、神奈川県、大阪府、埼玉県、兵庫県、千葉県、福岡県、

北海道、静岡県の順。このうち上位 7都府県は、現役志願者、既卒志願者、現役志願者の減

少数、既卒志願者の減少数、全てで（順番は変わるものの）上位 7を占めた。 

減少率が全国平均▲3.3％を超えたのは、島根県▲5.9％をトップに、埼玉県、宮城県、東

京都など 19 都府県。志願者数上位 7都府県は愛知県を除いて、全国平均を超える減少率を

示した。 

志願者数が増加したのは、滋賀県（＋182 人）、福井県（＋103 人）、富山県（＋27 人）、

山口県（＋17 人）のわずか 4県で、いずれも現役生が増加、既卒生は減少している。 

http://passnavi.obunsha.co.jp/ct.html?ad=eic&page=pdf&number=1&uri=http://eic.obunsha.co.jp/
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計 男子 女子 計 男子 女子 計 男子 女子

北海道 17,940 10,295 7,645 14,389 7,775 6,614 3,551 2,520 1,031 -143

青森県 4,454 2,256 2,198 3,921 1,866 2,055 533 390 143 -75
岩手県 5,347 2,686 2,661 4,747 2,242 2,505 600 444 156 -117
宮城県 8,450 4,759 3,691 6,822 3,607 3,215 1,628 1,152 476 -474
秋田県 3,633 1,871 1,762 3,128 1,495 1,633 505 376 129 -139
山形県 4,188 2,030 2,158 3,668 1,653 2,015 520 377 143 0
福島県 7,010 3,595 3,415 6,054 2,892 3,162 956 703 253 -144
茨城県 13,294 7,348 5,946 11,163 5,770 5,393 2,131 1,578 553 -668
栃木県 9,080 4,766 4,314 7,962 3,925 4,037 1,118 841 277 -248
群馬県 9,064 4,919 4,145 7,731 3,921 3,810 1,333 998 335 -272
埼玉県 30,085 17,980 12,105 24,491 13,598 10,893 5,594 4,382 1,212 -1,817
千葉県 24,920 14,575 10,345 19,812 10,722 9,090 5,108 3,853 1,255 -1,031
東京都 71,916 40,068 31,848 55,607 28,557 27,050 16,309 11,511 4,798 -3,915
神奈川県 34,997 20,797 14,200 27,679 15,316 12,363 7,318 5,481 1,837 -1,878
新潟県 10,310 5,462 4,848 9,012 4,520 4,492 1,298 942 356 -44
富山県 5,648 2,832 2,816 4,856 2,280 2,576 792 552 240 27
石川県 6,151 3,190 2,961 5,245 2,566 2,679 906 624 282 -39
福井県 3,783 2,098 1,685 3,312 1,738 1,574 471 360 111 103
山梨県 4,393 2,389 2,004 3,742 1,919 1,823 651 470 181 -102
長野県 10,202 5,688 4,514 8,221 4,228 3,993 1,981 1,460 521 -73
岐阜県 8,245 4,507 3,738 7,230 3,736 3,494 1,015 771 244 -358
静岡県 16,312 8,857 7,455 14,167 7,283 6,884 2,145 1,574 571 -285
愛知県 38,558 22,282 16,276 32,857 18,044 14,813 5,701 4,238 1,463 -1,007
三重県 7,534 4,196 3,338 6,404 3,367 3,037 1,130 829 301 -115
滋賀県 6,212 3,585 2,627 5,291 2,894 2,397 921 691 230 182
京都府 10,604 6,187 4,417 8,204 4,422 3,782 2,400 1,765 635 -417
大阪府 33,774 20,933 12,841 25,826 15,054 10,772 7,948 5,879 2,069 -1,290
兵庫県 25,015 14,458 10,557 20,424 11,139 9,285 4,591 3,319 1,272 -1,289
奈良県 6,758 4,065 2,693 5,131 2,855 2,276 1,627 1,210 417 -239
和歌山県 3,832 2,129 1,703 3,076 1,565 1,511 756 564 192 -61
鳥取県 2,711 1,434 1,277 2,111 998 1,113 600 436 164 -38
島根県 2,922 1,495 1,427 2,482 1,178 1,304 440 317 123 -182
岡山県 8,391 4,414 3,977 7,205 3,576 3,629 1,186 838 348 -304
広島県 14,437 7,675 6,762 12,524 6,251 6,273 1,913 1,424 489 -309
山口県 5,044 2,768 2,276 4,149 2,126 2,023 895 642 253 17
徳島県 3,019 1,638 1,381 2,615 1,328 1,287 404 310 94 -150
香川県 4,476 2,372 2,104 3,480 1,698 1,782 996 674 322 -223
愛媛県 6,059 3,211 2,848 5,343 2,665 2,678 716 546 170 -140
高知県 2,952 1,495 1,457 2,397 1,117 1,280 555 378 177 -89
福岡県 23,040 12,850 10,190 18,960 10,033 8,927 4,080 2,817 1,263 -559
佐賀県 3,888 2,148 1,740 3,283 1,699 1,584 605 449 156 -173
長崎県 5,679 3,120 2,559 4,815 2,501 2,314 864 619 245 -108
熊本県 6,826 3,589 3,237 5,573 2,752 2,821 1,253 837 416 -297
大分県 3,918 2,069 1,849 3,374 1,677 1,697 544 392 152 -5
宮崎県 4,685 2,507 2,178 3,900 1,942 1,958 785 565 220 -57
鹿児島県 6,958 3,915 3,043 5,545 2,835 2,710 1,413 1,080 333 -284
沖縄県 5,896 2,958 2,938 4,306 1,942 2,364 1,590 1,016 574 -193
その他 5,088 3,576 1,512 － － － 5,088 3,576 1,512 -110
全国 557,698 314,037 243,661 452,234 237,267 214,967 105,464 76,770 28,694 -19,132

※大学入試センター発表資料より作成。
※「既卒等」には高認合格者、外国の学校出身者などが含まれる。次ページ以降の表・グラフも同様。
※「その他」は高認合格者、外国の学校出身者など。

合計出身高校
所在地

現役 既卒等 合計
前年差

センター試験 志願者数（2020 年） 

http://passnavi.obunsha.co.jp/ct.html?ad=eic&page=pdf&number=1&uri=http://eic.obunsha.co.jp/
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出身高校
所在地

現役
志願率

出身高校
所在地

現役
志願率

出身高校
所在地

現役
志願率

1 東京 55.2% 1 東京 58.0% 1 富山 57.4% 1 岩手 88.8% 11.2%

2 広島 53.4% 2 愛知 55.8% 2 広島 54.0% 2 愛媛 88.2% 11.8%
3 富山 53.4% 3 広島 52.7% 3 石川 52.7% 3 青森 88.0% 12.0%
4 愛知 51.8% 4 兵庫 50.4% 4 東京 52.5% 4 岐阜 87.7% 12.3%
5 石川 50.1% 5 富山 49.5% 5 山梨 49.6% 5 栃木 87.7% 12.3%
6 新潟 48.0% 6 福井 48.5% 6 新潟 48.4% 6 山形 87.6% 12.4%
7 山梨 47.2% 7 福岡 47.9% 7 愛知 47.5% 7 福井 87.5% 12.5%
8 福井 46.5% 8 石川 47.7% 8 栃木 46.9% 8 新潟 87.4% 12.6%
9 愛媛 46.3% 9 新潟 47.7% 9 愛媛 46.7% 9 静岡 86.9% 13.1%

10 栃木 45.7% 10 奈良 47.4% 10 鳥取 46.7% 10 広島 86.7% 13.3%
11 兵庫 45.7% 11 埼玉 46.5% 11 岩手 46.0% 11 徳島 86.6% 13.4%
12 福岡 45.2% 12 愛媛 46.0% 12 島根 45.9% 12 福島 86.4% 13.6%
13 群馬 45.2% 13 神奈川 45.7% 13 群馬 45.2% 13 大分 86.1% 13.9%
14 茨城 44.7% 14 茨城 45.4% 14 福井 44.5% 14 秋田 86.1% 13.9%
15 長野 44.4% 15 群馬 45.2% 15 静岡 44.2% 15 富山 86.0% 14.0%
16 鳥取 44.4% 16 山梨 45.2% 16 茨城 44.0% 16 岡山 85.9% 14.1%
17 静岡 44.4% 17 長野 45.0% 17 高知 44.0% 17 群馬 85.3% 14.7%
18 埼玉 43.4% 18 栃木 44.6% 18 長野 43.9% 18 石川 85.3% 14.7%
19 岩手 43.3% 19 静岡 44.5% 19 福岡 42.6% 19 愛知 85.2% 14.8%
20 奈良 43.2% 20 滋賀 43.6% 20 岡山 42.6% 20 山梨 85.2% 14.8%
21 徳島 42.6% 21 千葉 43.5% 21 徳島 42.5% 21 滋賀 85.2% 14.8%
22 神奈川 41.6% 22 徳島 42.7% 22 香川 42.4% 22 三重 85.0% 15.0%
23 島根 41.6% 23 鳥取 42.1% 23 秋田 42.0% 23 島根 84.9% 15.1%
24 岡山 41.5% 24 三重 42.0% 24 山形 41.4% 24 長崎 84.8% 15.2%
25 滋賀 41.5% 25 岐阜 41.7% 25 兵庫 41.1% 25 佐賀 84.4% 15.6%
26 香川 41.4% 26 大阪 41.0% 26 佐賀 40.7% 26 茨城 84.0% 16.0%
27 千葉 40.9% 27 佐賀 41.0% 27 埼玉 40.1% 27 宮崎 83.2% 16.8%
28 佐賀 40.9% 28 岩手 40.7% 28 宮崎 40.0% 28 福岡 82.3% 17.7%
29 岐阜 40.9% 29 香川 40.5% 29 岐阜 40.0% 29 山口 82.3% 17.7%
30 三重 40.7% 30 岡山 40.4% 30 三重 39.4% 30 兵庫 81.6% 18.4%
31 高知 40.2% 31 長崎 40.2% 31 滋賀 39.1% 31 熊本 81.6% 18.4%
32 秋田 40.0% 32 京都 38.7% 32 長崎 39.0% 32 埼玉 81.4% 18.6%
33 長崎 39.6% 33 北海道 38.5% 33 奈良 38.9% 33 高知 81.2% 18.8%
34 宮崎 38.6% 34 鹿児島 38.5% 34 福島 38.9% 34 宮城 80.7% 19.3%
35 鹿児島 38.2% 35 秋田 38.1% 35 千葉 38.2% 35 長野 80.6% 19.4%
36 山形 37.3% 36 島根 37.7% 36 熊本 38.1% 36 和歌山 80.3% 19.7%
37 山口 37.0% 37 山口 37.6% 37 鹿児島 37.9% 37 北海道 80.2% 19.8%
38 熊本 37.0% 38 宮崎 37.3% 38 青森 37.6% 38 鹿児島 79.7% 20.3%
39 福島 36.7% 39 宮城 36.9% 39 神奈川 37.4% 39 千葉 79.5% 20.5%
40 京都 36.2% 40 高知 36.7% 40 山口 36.4% 40 神奈川 79.1% 20.9%
41 和歌山 36.2% 41 和歌山 36.3% 41 和歌山 36.1% 41 鳥取 77.9% 22.1%
42 北海道 35.6% 42 熊本 35.9% 42 大分 34.6% 42 香川 77.7% 22.3%
43 大阪 35.4% 43 福島 34.6% 43 京都 33.7% 43 京都 77.4% 22.6%
44 宮城 35.1% 44 山形 33.3% 44 宮城 33.3% 44 東京 77.3% 22.7%
45 青森 34.9% 45 大分 32.9% 45 北海道 32.7% 45 大阪 76.5% 23.5%
46 大分 33.8% 46 青森 32.3% 46 沖縄 31.8% 46 奈良 75.9% 24.1%
47 沖縄 29.1% 47 沖縄 26.4% 47 大阪 29.7% 47 沖縄 73.0% 27.0%

全国 43.3% 全国 45.0% 全国 41.6% 全国 81.1% 18.9%

※大学入試センター発表資料、文科省「学校基本調査（確定値）」より算出。

既卒等
占有率

男子 女子合計
出身高校
所在地

現役
占有率

センター試験 現役志願率 
男女別（2020 年） 

センター試験 志願者 

現役・既卒等の内訳（2020 年） 

http://passnavi.obunsha.co.jp/ct.html?ad=eic&page=pdf&number=1&uri=http://eic.obunsha.co.jp/
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※「割合」は、学生募集を行った全私立大におけるもの。通信制や文科省所管外の大学校は除く。 
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2020年＝533校、89.7％
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センター試験 志願者 男女占有率

女 子

男 子

2020年＝男子 56.3％、女子 43.7％
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センター試験 志願者 現役・既卒等占有率

既 卒 等

現 役

2020年＝現役 81.1％、既卒等 18.9％

センター試験 利用校数・割合（私立大） 

http://passnavi.obunsha.co.jp/ct.html?ad=eic&page=pdf&number=1&uri=http://eic.obunsha.co.jp/

